
来年度の学校研究構想

【生徒の現状】

〇学習にきちんと向かう生徒が多い ▲一部学習意欲が低い生徒がいる

〇男女関係なくペアやグループ活動ができる ▲学習への姿勢がどちらかというと受け身

〇教師の問いかけに対して素直に答える ▲家庭学習が少ない

【来年度のテーマ】

「誰もが主役になれる」授業づくり（仮）

クラス内での教え合いや学年を超えた教え合い（例：体育実技発表会でのよさこい）を行う中で、授業への

参加度を高め、生徒が自ら学び、生徒が主役である授業を目指す。

【内容（現段階で決まっていること）】

・「授業を高める７か条」の改訂

「習得」が中心の授業と「活用・探究」

が中心の授業の２つのスタイルに分

け、本時がどちらなのかを生徒、教員が

共に自覚し、授業にのぞむ。それぞれの

スタイルで大事な視点を掲げ、それら

を意識するようにする。

・各教科での取り組み

「習得」と「活用・探究」のそれぞれ

のスタイルの授業の中で、具体的にど

んな姿を目指し、どんな取り組みがで

きるのかを話し合う。

（例）「目指す姿」

「習得」：分からない友達に教えている

「活用・探究」： 学習を自分事にし、自分たちで考え、一人ひとりが自分なりの答えを見つけている

（例）「具体的な取り組み」

「習得」：お互いに作った問題を出し合う

「活用・探究」：習得した知識をもとにしたニュース番組づくり

・全体での取り組み

学期ごとに学校全体で取り組む重点項目を定め、学期の終わりに取り組み結果を検証し、次の学期につな

げていく。

【今後の予定】

・３／２９に教科代表が集まって、上記の取り組みについて案を出し合う。

・４月に入ってから、校長ビジョン、研究主題を受けて教科部会でもう一度取り組み内容を確認する。
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〈授業を高める７か条＋〉（仮）

・次の授業の教具をそろえ、不必要なものは机の上に置かない

・チャイムが鳴る前に席につく

・号令と授業のあいさつはしっかり行う

・姿勢よくいすに座る

～習得～ ～活用・探究～

・これまで学んだこととの ・自分の考えを持つ

つながりを意識する ・自分の考えと友達の考えを

・何ができるようになったか 比較したり関連付けたりして、

をまとめで確認する 新しい考えに出会う

・クラス全員が分かるように ・自分の考えを根拠をもとに伝え

教え合う 合う

・授業の最初と最後の変容を自覚する


